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粉粒体運搬用セミトレーラ解体マニュアル

１．はじめに

（１） 本マニュアルは粉粒体運搬用セミトレーラの解体に関して、 「適正で効

率的な作業」を案内し、使用済み架装物処理の各段階で適正且つ安全に

処理する為の手順をまとめてあります。

（２） 本マニュアルに記載のない内容（事前準備・選別等）については、日本

自動車車体工業会の共通マニュアルに従って下さい。

（３） 本マニュアルに記載する内容は、当社が必要とする事由により予告なく

改訂することがありますので予め御了承下さい。

２．　作業上の注意

（１） 安全な作業を行うに当たって、定められた作業服、作業帽、安全靴を着

用し、作業内容に応じて保護メガネ、耳栓、防塵マスク等の保護具を着

用して下さい。

（２） 高所作業については、安全帯、足場の確保等転落防止処置を講じて行っ

て下さい。

（３） 燃料系の除去・回収に当たっては、消防法を遵守し、引火・爆発が発生

しない様な環境及び方法で行って下さい。

（４） 油脂・液材系の除去・回収に当たっては、地下浸透や施設外流出が発生

しない様な環境及び方法で行って下さい。

（５） タンク等の解体時は有害物質等の除去・洗浄を完全に行い、安全を確保

した上で作業を行って下さい。

（６） 使用済み架装物等に含まれる作動油等の有害物質及び埋立が禁止されて

いる蛍光ランプ等の部品、材料並びにそれらを含む部品を破砕処理する

前工程で選別し適正に保管、処分を行って下さい。

（７）　ＦＲＰ・木材の解体後の処理については、シュレッダー業者又は専門回

収会社に委託し、適正に処理を行って下さい。 
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注意事項解体方法品目名品目No
タンク内に残圧があるとマンホールを開ける時
に、マンホールが飛ぶ危険があります

タンク内の圧力を抜くために、ブローダウンバルブ
を開にして下さい。事前処理１

タンク内の酸素濃度（１８％以上）を事前に調査し
ておくこと。粉粒体によっては爆発、酸欠等の危
険があります。

タンク内に付着している粉粒体や、底部に残ってい
る粉粒体を専門業者にて処理して下さい。事前処理２

潤滑油を受けるためのオイルパンを用意して下
さい。

油脂類を抜く。
①電動式補助脚：潤滑油約１０～１５リットル（手動式
補助脚にはなし）
②車軸：ベアリンググリス約６００グラム（車軸分解
時）

油脂類処理

引火、切断ヒューム、粉塵等に注意して下さい。溶断等により切断して下さい。 タンク体１
溶断等により切断して下さい。 ステップ２

金属類、ゴム類、布類に分別して下さい。マンホール３

金属類、ゴム類、布類に分類して下さい。エアレーター４

オイルを抜き、金属類とゴム類に分別して下さい。圧力計
（プレッシャゲージ）５

分解して青銅、真鍮を取り出して下さい。安全弁
（セフティバルブ）６

金属類とゴム類に分別して下さい。バタフライバルブ７

取り外し、分別して下さい。逆止弁
（チェックバルブ）８

金属類、ゴム類、樹脂類に分別して下さい。ボールバルブ９

ホース内の金属は分解不可です。金具とホースに分別して下さい。デリバリーホース１０

金具とホースに分別して下さい。エアーホース１１

金具とホースに分別して下さい。エアレーターホース１２

溶断等により切断し、材質別に分別して下さい。巻込防止装置１３

金属類とゴム類に分別して下さい。リヤフェンダー１４

取り外し、分別して下さい。リヤバンパー１５

取り外し、分別して下さい。補助脚１６

取り外し、分別して下さい。
タイヤの処理は、専門業者に委託して下さい。
ブレーキライニングの処理は専門業者に委託して下さ
い。

走行装置１７

取り外し、金属類、樹脂類、ゴム類に分別して下さい。
スプリングは特殊鋼でできています。緩衝装置１８

取り外し、金属類、樹脂類に分別して下さい。
ハーネスについても、金属類、樹脂類（ビニール）
に分別して下さい。

電気装置１９

取り外し、金属類、樹脂類に分別して下さい。
配管についても、金属類、樹脂類に分別して下さい。制動装置２０

取り外し、分別して下さい。その他外装２１

分別し、処理は専門業者に委託して下さい。樹脂部品２２

分別し、処理は専門業者に委託して下さい。ガラス部品２３

分別し、処理は専門業者に委託して下さい。油脂類２４

主要品目表
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主要品目図 
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解体マニュアルについてのご質問は。
弊社サービス室宛、お問合せ下さい。

日本トレクス株式会社
トレーラ特装技術サービス室
愛知県宝飯郡小坂井町伊奈
ＴＥＬ　０５０-３３６７-７４９４（直通）
ＦＡＸ　０５３３-７８-３１３７0 　　　　　　

（無断転載を禁ず）

平成１５年１１月２８日　　発　行



�０５０-３３６７-７４４８㈹ 〒４４１-０１９３　 愛知県宝飯郡小坂井町伊奈本社・本社事業所

�０５０-３３６７-７４９６㈹ 〒４４１-０２０１　 愛知県宝飯郡音羽町萩中山１－９音 羽 事 業 所

�０５０-３３６７-７４７０ 〒４４１-０１９３　 愛知県宝飯郡小坂井町伊奈営 業 推 進 部

�０５０-３３６７-７５２４ 〒１０１-００３２　 東京都千代田区岩本町１－１１－２ （三泉ビル）第一・第二特販部

�０５０-３３６７-７５２３ 〒１０１-００３２　 東京都千代田区岩本町１－１１－２ （三泉ビル）特 装 営 業 部

�０５０-３３６７-７５０９ 〒９８０-００１４　 仙台市青葉区本町１－１２－１２ （GMビルディング） 北海道東北支店

�０５０-３３６７-７５０５ 〒０６０-０００１　 札幌市中央区北一条西１９ （富士ビル） 札 幌 営 業 所

�０５０-３３６７-７５０９ 〒９８０-００１４　 仙台市青葉区本町１－１２－１２ （GMビルディング） 仙 台 営 業 所

�０５０-３３６７-７５１３ 〒３３０-０８５４　 さいたま市大宮区桜木町４－２４１－２ （第２山崎ビル）関 越 支 店

�０５０-３３６７-７５１７ 〒３３０-０８５４　 さいたま市大宮区桜木町４－２４１－２ （第２山崎ビル）新 潟 営 業 所

�０５０-３３６７-７５１３ 〒３３０-０８５４　 さいたま市大宮区桜木町４－２４１－２ （第２山崎ビル）大 宮 営 業 所

�０５０-３３６７-７５１８㈹ 〒１０１-００３２　 東京都千代田区岩本町１－１１－２ （三泉ビル）関 東 支 店

�０５０-３３６７-７５２０ 〒１０１-００３２　 東京都千代田区岩本町１－１１－２ （三泉ビル）東 京 営 業 所

�０５０-３３６７-７５２５ 〒１０１-００３２　 東京都千代田区岩本町１－１１－２ （三泉ビル）千 葉 営 業 所

�０５０-３３６７-７５１９ 〒１０１-００３２　 東京都千代田区岩本町１－１１－２ （三泉ビル）横 浜 営 業 所

�０５０-３３６７-７５２７ 〒４５６-００５９　 名古屋市熱田区八番二丁目１３－２７ （日本アルミビル）中 部 支 店

�０５０-３３６７-７５３２ 〒４２２-８００８　 静岡市駿河区栗原６番２５号 （静鉄栗原ビル４F）静 岡 営 業 所

�０５０-３３６７-７５３５ 〒９３０-０００４　 富山市桜橋通１－１８ （住友生命富山ビル）富 山 営 業 所

�０５０-３３６７-７５２７ 〒４５６-００５９　 名古屋市熱田区八番二丁目１３－２７ （日本アルミビル）名 古 屋 営 業 所

�０５０-３３６７-７５４３ 〒５４２-００８２　 大阪市中央区島之内１－１９－３ （金属会館ビル）西 日 本 支 店

�０５０-３３６７-７５４３ 〒５４２-００８２　 大阪市中央区島之内１－１９－３ （金属会館ビル）大 阪 営 業 所

�０５０-３３６７-７５４８ 〒７３３-０８１２　 広島市西区己斐本町１－２４－７ （藤田ビル）広 島 営 業 所

�０５０-３４６１-６０３９ 〒７６０-００６８　 高松市松島町１－１３－３ （九十九ビル）高 松 営 業 所

�０５０-３３６７-７５５２ 〒８１２-００１３　 福岡市博多区博多駅東２－５－２８ （博多偕成ビル）九 州 支 店

�０５０-３３６７-７５５２ 〒８１２-００１３　 福岡市博多区博多駅東２－５－２８ （博多偕成ビル）福 岡 営 業 所

�０５０-３３６７-７５５７ 〒８９２-０８３８　 鹿児島市新屋敷町２７－３ （讃岐ビル） 鹿 児 島 営 業 所




